



























沖縄言語研究センターによる宮古諸島全集落調査 (以下､ 全集落調査) のデータを使用
し､ ファイルメーカーによって言語地図化する｡ 今回扱う語彙は､ 親族語彙の一部である｡
２. 父 (図１)
士族語の ｢ウヤ系｣ と平民語の ｢イヤ系｣ ｢アイヤ系｣ ｢アサ系｣ に分類できる｡ 言語地
図では､ ｢ウヤ系｣ と ｢イヤ系｣ の２語形併記の地点も多い｡ 中本正智 (*+,-：*./) では､
琉球列島全体の ｢父｣ の語彙が扱われているが､ ｢イヤ系｣ は ｢ウヤ系｣ と一緒にされて
いる｡ 宮古方言では､ ｢ウヤ系｣ と ｢イヤ系｣ が､ 士族語と平民語という意識で分かれて
いると全集落調査の調査メモにも記されているので､ これらを同系にするかは慎重な立場
をとったほうがよい｡ ｢ウヤ系｣ は ｢おや 【親】｣ に由来すると考えられよう｡ ｢イヤ系｣
の語源は不明であるが､ 漢語 ｢爺 (や)｣ などと比較されうるのかもしれない｡ その ｢イ
ヤ系｣ は､ 中本も指摘するとおり (中本*+,-：*./)､ 八重山方言の竹富島・黒島などの地
域でも用いられている (竹富島 ｢イージャ｣､ 黒島 ｢イザ｣)｡
久貝・松原の語形である ｢アイヤ系｣ は､ ｢イヤ系｣ に一人称を意味する ｢ア 【吾】｣ が
前に付いたものかもしれない｡ 八重山・石垣方言の平民語に ｢アヤ｣ があるが (宮城信勇
0//-：12)､ これと同系であろう｡
｢アサ系｣ は､ 中本正智 (*+,-：*..) に､ ｢祖父｣ の意味するものとして与那国方言に
あるとしている｡
アサ系は与那国方言だけに用いられている｡ 『おもろさうし』 には､ ｢父｣ をあらわす




宮古語では､ ｢父｣ を表す語として､ ｢アサ｣ が上野野原､ 城辺友利で用いられている
(｢ウヤ系｣ ｢イヤ系｣ に加えて併記されている)｡
士族語の ｢ウヤ｣ は､ 平良では ｢父｣ であるが､ 池間では ｢祖父｣ にあたる語になって
いる｡ かつては身分差 (士族・平民) を示していた語彙が､ 地域差となって現れていると
ころが注目される｡ 全体的に見て､ 身分的に下位の語彙であった平民語の ｢イヤ系｣ が使
われなくなり､ 上位の語彙であった士族語の ｢ウヤ系｣ に取って替わられつつある状況に
あると言えよう｡ こうした状況は､ 以下で見ていく親族語彙にも､ 全般的に言えそうであ
る｡
３. 母 (図２)
士族語の ｢アンナ系｣ と平民語の ｢ンマ系｣ に大きく分類できる｡ 他に ｢アニ系｣ の語
がある｡ 父と同じく ｢アンナ系｣ と ｢ンマ系｣ の２語形併記の地点もいくつかある｡
中本正智 (：	) では､ ｢ンマ｣ を ｢アム系｣､ ｢アンナ｣ を ｢アンナ系｣ に分
類している｡ そして､ ｢アム系｣ を上代語の ｢おも｣ ｢あも｣ と同源で､ 朝鮮語の
(母)
に関わる語とし (中本：	)､ ｢アンナ系｣ を ｢あね 【姉】｣ に関わる語としている｡
アンナ系は宮古に分布する優勢形であり､ 八重山小浜島 (筆者注：アンニ) にも存す
る｡ これは ｢あね｣ と関係のある語と思われる｡ ｢あね｣ は ｢姉｣ の意で 『おもろさう
し』 にも見られる｡ (中本正智：)
中本は､ 小浜島の ｢アンニ｣ を ｢アンナ｣ の由来の有力な手がかりにしているものと思
われる｡ 全集落調査では､ ｢母｣ を意味する語として､ 久貝に ｢アーニ｣ (第１音節は半長)､
松原に ｢アニ｣ があり､ 狩俣に ｢ウパーニ｣ (＜ウプアニ 【大姉】) がある｡ ｢アニ系｣ も､
小浜島の ｢アンニ｣ と同根と考えられ､ ｢姉｣ と大いに関係がありそうな語である｡
４. 子 (図３)
語源的には ｢こら｣ 【子等】 に関係がある語とされている｡ ほとんどの地域において唇
歯摩擦音の重子音 [] で現れる一方､ 北部地域の大神・島尻・大浦では単子音 [ｆ] で
現れている (母音は代償延長されている)｡ さらに､ 最北端の狩俣では､ 単子音で現れる










｢シュー系｣ (士族語)､ ｢ウヤ系｣ (池間系)､ ｢ウプイヤ系｣ (島尻・大浦・大神)､ ｢ウ
プアイヤ系｣ (久貝・松原)､ ｢ウプウヤ系｣ (水納)､ ｢マーイヤ系｣ (宮国・新里・保良)
といった多くの語形がある｡ ｢シュー｣ は､ 漢語 ｢主 (しゅ)｣ に由来するとされ､ 沖縄語
では平民語であるけれども､ 宮古語では士族語と認識されているようである｡ 中本 (：
) では､ 宮古における祖父の ｢シュー｣ を次のように見ている｡
宮古では､ 独自のイヤ系の勢力によって､ シュー系は ｢父｣ から ｢祖父｣ をあらわす
語へずれていったものと考えられる｡ (中本：)
また､ 池間系方言では､ ｢父｣ に対してではなく､ ｢祖父｣ に ｢ウヤ｣ と言っている｡
｢ウプ～｣ は北部地域に集中する｡ ｢ウプイヤ｣ 以下の語形は､ ｢父｣ を意味する語彙 (ウ
ヤ系､ イヤ系､ アイヤ系) に､ 接頭辞の ｢ウプ 【大】｣ や ｢マ 【真】｣ が付いているのであ
ろう｡ なお､ 大浦方言は ｢ウプ｣ の部分が ｢ウトゥ｣ となっている｡
６. 祖母 (図５)
｢ンマ系｣ (士族語)､ ｢ウプンマ系｣ (大神・島尻・大浦・多良間・水納)､ ｢パーンマ系｣
(池間系・宮国・来間)､ ｢アーマ系｣ (久貝・松原・野原) といったいくつかの語形がある｡
士族語では､ 母が ｢アンナ｣ で､ 祖母が ｢ンマ｣ である｡ 平民語では､ 母が ｢ンマ｣ と
なる｡ ｢ウプンマ系｣ は､ 平民語の ｢母｣ を意味する語彙 ｢ンマ｣ に､ 接頭辞の ｢ウプ
【大】｣､ ｢パーンマ系｣ は接頭辞の ｢パー 【母】｣､ ｢アーマ系｣ は接頭辞の ｢ア 【吾】｣ が
付いたものと考えられる｡
７. 兄 (図６)
士族語の ｢アザ系｣ と平民語の ｢スザ系｣ がある｡ ｢アザ系｣ の ｢ア｣ は､ ｢あに 【兄】｣
あるいは ｢あ 【吾】｣ と関係がありそうであるが､ 語源的に確実なことは分からない｡ ｢ス
ザ系｣ は､ 池間系や北部地域､ 久松地域に現れているが､ 沖縄における ｢すざ｣ (オモロ)､
｢シージャ｣ (首里方言) と同根である可能性が高そうである｡ ただし､ 宮古語の ｢スザ系｣
の第１音節は､ 多くが [] という	
由来の音であることが問題点として残る｡ また､
第２音節の子音 ｢ザ｣ が地域によっては ｢ジャ｣ (口蓋化)､ ｢ダ｣ (閉鎖音化)､ ｢タ｣ (無
声化) に音変化している｡ 水納島では､ 男女関わりなく年上きょうだいを表す名称 ｢イダ｣










士族語の ｢アンガ系｣ と平民語の ｢アニ系｣ がある｡ ｢アンガ系｣ は沖縄語の ｢アン
グヮー｣ (姉) と関係があるのかもしれない｡ もしそうだと仮定すると､ 沖縄語の ｢アン
グヮー｣ (姉) は平民語であり､ ここでも沖縄語の平民語が宮古語の士族語になるという
構造が出来上がっている｡ ｢アニ系｣ は､ ｢あね 【姉】｣ に由来すると考えられる｡ 池間系
方言が ｢アニ系｣ で平民語を用いているのは他の親族語彙と同様であるが､ 伊良部島全域
で (池間系の佐良浜以外でも) ｢アニ系｣ になっていることも地域的特徴として指摘でき
る｡
※本稿の作成にあたり､ 平成年度科研費 ｢琉球宮古方言の言語地理学的研究｣ (基盤研
究 ()､ 課題番号､ 代表：西岡敏) の補助を一部受けた｡
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